


　住所・氏名が変更になった場合、変更の届
出を提出していただかないと年金裁定請求書
がお手元に届かないおそれがありますので、



添付書類として
・戸籍の個人事項証明書※
・または住民票※＋年金手帳のコピー
（基礎年金番号が記載されたページ）
・または住民票※＋基礎年金番号通知
書のコピー
※戸籍の個人事項証明書・住民票は、いずれ
も 6ヶ月以内に市区町村長が発行したもの
（コピーは無効）が必要です。
※住民票を提出していただく場合には、「マ
イナンバー（個人番号）」が記載されてい
ない住民票を提出してください。

　お手紙に、「氏名変更届」と明記し、以
下①～④をご記入の上、変更前と変更後の
氏名を確認することができる添付書類と一
緒に、連合会へご送付ください。

　インターネットからのご依頼、又は、お手紙に
「年金裁定請求書送付依頼」と明記し、以下①～
④をご記入の上、連合会へご送付ください。

インターネットからのご依頼



　厚生年金基金や確定給付企業年金を退職等に
より脱退した人（中途脱退者）等の年金資産を
引き受け、将来的な年金給付を一元的に行う年
金通算事業を実施するとともに、中途脱退者の
年金資産を転職先の企業年金制度や個人型DC
（iDeCo）に移換するポータビリティ機能の役
割を果たしています。

①選択一時金
　年金の支給開始年齢に到達されたと
き、または、保証期間内（※）であれば、
通算企業年金のお受取りに代えて選択一
時金をお受取りいただくことができま
す。ただし、年金の支給開始年齢到達前
は、選択一時金をお受取りいただくこと
はできません。なお、裁定請求と同時に
全額一時金として選択された場合は、事
務費控除後の脱退一時金相当額が最低
保証額として保証されますが、年金支給
開始後の保証期間内に全額選択一時金を
選択された場合、脱退一時金相当額をお預
かりしてから、選択一時金や死亡一時金を
お受取りになるまでの期間が短い場合は、
お預りした金額を下回る場合があります。
（※）年金支給開始年齢から原則80歳に達するま
での期間のことを指し、その間に亡くなられた場合
には死亡一時金を病気や災害などの理由があった
場合には選択一時金を受取ることができます。
②死亡一時金
　年金の支給開始年齢前または保証期間
内にお亡くなりになられた場合には、遺族の
方（請求できる順に配偶者・子・父母・孫・祖父
母・兄弟姉妹・お亡くなりになられた当時、生
計を同じくしていたその他の親族）に死亡一
時金が支給されます。ただし、保証期間内お
亡くなりになられた場合は、支給開始からお
亡くなりになるまでの年金と死亡一時金の
総額が連合会に引き継がれた脱退一時金
相当額よりも少なくなる場合があります。





　氏名を変更した場合は、以下の「氏名変更届」にご
記入の上、変更前と変更後の氏名を確認することがで
きる a～ cのいずれかを添付し、ご送付ください。

左記の二次元バーコードからインターネットでのご依頼も可能です。

a．戸籍の個人事項証明書（※） 
b．住民票（※）＋年金手帳のコピー（基礎年金番号が
記載されたページ）

c．住民票（※）＋基礎年金番号通知書のコピ－
※　戸籍の個人事項証明書・住民票は、いずれも 6ヶ月以内
に市区町村長が発行したもの（コピーは無効）が必要です。

※　住民票を提出していただく場合には、「マイナンバー（個
人番号）」が記載されていない住民票を提出してください。

　住所を変更した場合は、下のハガキを
お使いください。
　住所と氏名が両方変わられた場合は二
次元バーコードから「住所・氏名変更
届」もご利用いただけます。
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　ご一読いただき、ありがとうございました。
　企業年金連合会Webサイトをご覧いただけれ
ば、さらに詳しい解説や、各種手続きのための届
出の様式等をダウンロードすることもできますの
で、あわせてご活用ください。

企業年金連合会Webサイト
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